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Ⅰ はじめに  

 

現代は将来の予測が困難な時代であり、ＶＵＣＡ（変動性・不確実性・

複雑性・曖昧性）の時代とも言われています。また、少子高齢化の進行や

人口減少、グローバル化の進展と国際的な地位の低下など社会情勢や地球

規模の課題、生成ＡＩの出現やＤＸの進展など世界情勢も大きな変化を見

せています。そして、日本の学校を取り巻く状況も、働き方改革の推進、

ＧＩＧＡスクール構想、いじめ・不登校への対応など課題が山積していま

す。 

このような状況のもと、中央教育審議会が令和３年１月 26 日に『「令和

の日本型教育」の構築をめざして～全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）』を出し、また、令和６

年３月には『三重県教育ビジョン～子どもたちが個性を輝かせ、望む未来

を実現していくために～』が策定されました。  

私たち教職員は、三重の子どもたちのため、社会の変化に柔軟に適応し

ながら、誰一人取り残さずに児童生徒の可能性を引き出し、輝ける未来を

切り拓く力や他者と協働して課題解決できる力を育てていかなければな

りません。そのために、引き続き校長のリーダーシップのもと、教職員が

組織力を向上して教育活動を改善する基盤や風土が必要です。その中核と

なる活動が学校マネジメント活動です。  

三重県は、平成 15 年度から三重県型「学校経営品質」向上活動に取り組

んできました。平成 28 年度には、経営品質向上活動の考え方や基本理念は

そのまま継承し、各校での改善活動の充実を図るため、「学校マネジメント

システム」という形に見直しました。令和５年度には、学校教育法施行規

則改正（令和３年３月 31 日）により、スクール・ミッションが再定義され

たことを受け、スクール・ポリシーが記載できるよう、「学校マネジメント

シート」を修正しました。今日の学校を取り巻く状況変化に適切に対応す

るため、また「学校マネジメントシステム」の仕組みを改めて浸透させる

目的でこの活動ガイドを作成します。  

各学校においては、この活動ガイドを参考に教職員間の対話と気づきに

よって学校の課題を正しく認識し、各学校が「めざす学校像」に向けて、

組織として改善活動に取り組むためのツールとしてください。皆さんの

日々の教育活動が児童生徒の成長の礎となることでしょう。  

最後に、三重県では学校マネジメント活動をもとにして学校関係者評価

を行い、国が実施を義務付けている学校評価制度と位置づけています。委

員の方々のご意見も学校マネジメントに積極的に反映させてください。  
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Ⅱ 三重県型「学校マネジメントシステム」  

 

 

 

 

基本理念とは、三重県型「学校マネジメントシステム」が大切にする価

値観、行動基準を意味するもので、「学習者本位」「教職員重視」「社会との

調和」「独自能力」という４つの要素からなります。  

 

 

  「学習者」とは、児童生徒をはじめ、保護者や地域の方々等、学校と

して「人づくり」という価値を提供する相手方を総称したものです。  

学習者本位とは、「いつも学習者の視点からものを見て、行動すること

を大切にする」という考え方です。  

  この考え方は、決して学習者の要望を全て受け入れるということでは

ありません。児童生徒の将来を考えた場合、受け入れられないことも当

然ありますし、要望がなくてもやらなければならないこともあります。

ただ、その際も、学習者の視点に立った説明や行動が必要という考え方

です。  

  取り組む際には、学校の活動が真に学習者のためになっているかを常

に確認することが重要です。  

 

 

  教職員重視とは、教職員一人ひとりのやる気と元気を大切にするとい

う考え方です。児童生徒が、生き生きと学校生活を送ることができるよ

うにするためには、教職員自身のやる気と元気が必要です。  

  それらを引き出す（保つ）ために、学校は、教職員が仕事にやりがい

を感じ、自らの成長を実感できる組織でなければなりません。  

  そのために、教職員一人ひとりが何に満足し、何に不満を感じている

かを、対話等によって把握し、理解し合い、学校の働き方改革を進めな

がら改善することが大切です。  

 

 

  社会との調和とは、学校も地域社会の一員として開かれた学校づくり

をすすめ、その役割を自覚して地域に役立つことをめざすという考え方

です。  

  また、教職員一人ひとりが自らの社会における立場と責任を自覚する

１ 基本理念 

１  学習者本位  

２  教職員重視  

３  社会との調和  
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とともに、コンプライアンスを遵守し、学校は地域社会から信頼される

活動をすることが大切です。  

 

 

  独自能力とは、その学校の「独自の強み」を伸ばして「特色ある学校

づくり」をすすめることが、教育活動の質を高める学校経営につながる

という考え方です。  

  特色ある学校づくりをすすめるためには、地域のもつ歴史・伝統文化

や自然、企業や施設、さらには人材など幅広い視点で発掘した教育資源

の活用が求められます。  

  確かな教育理念のもとに、独自の見方、考え方、方法により、めざす

学校像の実現に取り組むことが重要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら４つの要素は、どれか１つだけが突出して優れていればいいとい

うものではありません。４つの要素のバランスを考え、それぞれを少しず

つでも着実にレベルアップしていくことが大切です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 独自能力 

基本理念  

社会との調和  教職員重視  

独自能力  学習者本位  

バランスよく、レベルアップ 
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学校は、教育活動を行うことによって児童生徒をはじめ、保護者、地域

の方々、卒業生、企業、そして最終的には社会に対して「人づくり」とい

う「価値」を  提供しています。学校は、このような「価値」を提供する相

手方の立場と児童生徒を送り出す社会を意識して、現在の学校運営や教育

活動のあり方を見つめ直し、組織力の強化を通して、 

・教職員が助け合い、高め合うことができる学校  

・目標を重点化し、教職員のベクトルを合わせられる学校  

・教職員としてのやりがいを感じることができる学校  

・授業を始めとする教育活動の質を高め続けることのできる学校  

を自らが創りあげていくことをめざしています。  

 

三重県型「学校マネジメントシステム」の目的は、教職員の対話と気づ

きを重視しながら、学習者の視点に立って「めざす学校の姿」を描くとと

もに、継続的な改善を行うことによって、よりよい学校づくりを推進し、

「めざす学校の姿」を実現することです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目的 

めざす学校の姿 
の実現  

学校マネジメント活動 

学校の現状  

対話 

気づき 

三重県型「学校マネジメントシステム」  
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つまり、学校全体で「めざす学校の姿」（「育みたい児童生徒の姿」・「あ

りたい教職員の姿」）と「現状認識」とのギャップを十分に認識し、「対話」

と「気づき」を大切にしながら、継続的な活動によって、そのギャップを

埋め、「めざす学校の姿」に近づけるというものです。  

具体的な進め方としては、学校が掲げる「めざす学校の姿」の実現に向

け、学校関係者による評価をふまえた学校の現状と課題から中長期的な重

点目標を立てます。そのうえで、中長期的な重点目標に向かって、１年ご

との行動計画を立てながら、ＰＤＣＡを回し、「めざす学校の姿」の実現を

めざします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす学校の姿の実現  
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  学校マネジメントシートを活用し、「めざす姿」や「現状認識」をふま

え、「中長期的な重点目標」や「求める生徒像」を立て、「本年度の行動

計画と評価」を行い、次年度の改善につなげます。  

どのような学校にしたいのか、生徒や保護者はどのような期待・要求

をもっているのか、学校にとっての重要な課題は何か、そして、どのよ

うな方針で取り組むのか、これらの認識が教職員の間でバラバラでは、

どのような活動もうまくいくはずがありません。学校マネジメントシー

トに基づき、全教職員で話し合い、確認し合うことで、「めざす姿」や「本

年度の行動計画」についての分掌や職種等を越えた全員の共通認識を促

すことができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校マネジメント活動 

１ ＰＤＣＡサイクル 

学校マネジメントシート 
１  めざす姿  

２  現状認識  

３  中長期的な重点目標  

４  求める生徒像  

５  本年度の行動計画と評価  

Plan 

Do 

Check 

Action 

学校マネジメントシートの作成  

実践活動  

活動評価（一般的な自己評価）  

改善活動  
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マネジメントチェックシートは、学校組織の状態を客観的に視て、対

話するためのツールです。「学校マネジメントシート」に記載される「現

状認識」や「中長期的な重点目標」を定める上で、自組織の「強み」「弱

み」の把握は不可欠です。例えば、視点の一つである「リーダーシップ」

は、その対象として当然管理職が想定されますが、教育活動においては、

学級担任としてのリーダーシップ、部活動顧問としてのリーダーシップ、

学年や分掌主任としてのリーダーシップなど、様々なポジションでリー

ダーシップの発揮が期待されます。また、子どもたちのために多くの活

動を行っているにも関わらず、今ひとつ成果に結びついていないなどの

場合に、組織として、どこに不具合があるのかを確認するツールとして

も活用できます。そして何より、多くの職員が「対話」しながら診断し

ていくことで、今まで考えてもみなかった「気づき」が生まれ、改善に

つながることも期待されます。  

マネジメントチェックをどの時期に行うかの決まりは特になく、組織

にとって比較的余裕のある時期を選んで実施しましょう。例えば、夏季

休業中のオフサイトミーティングの際に実施するなど、「対話」を通して

組織の強みや弱み、改善点などを明らかにしていきます。具体的なマネ

ジメントには「学校マネジメントシート」を活用します。  

  「めざす学校の姿」の実現という観点から、８つの視点で学校の組織

をとらえます。これにより、学校の強みと弱みを把握するとともに、改

善活動に取り組むにあたっての改善点を明らかにします。  

 

 

 

 

 

 

 

三重県型「学校マネジメントシステム」においては、活動評価 (一般的な

自己評価 )とこのマネジメントチェックによる結果を合わせたものを学校

の「自己評価」と位置づけています。  

 ※マネジメントチェックには「簡易版」と「完全版」がありますが、以

下は「完全版」を基に説明しています。  

 

＜診断手順＞ 

（１）流れ  

  ①「マネジメントチェックシート」フォルダをメンバー全員が共有で

きるネットワーク上に配置します。  

２ マネジメントチェック 

《８つの視点》  

 ・リーダーシップ         ・人材育成と組織能力の向上  

 ・情報の管理と活用         ・学習者の理解と対応  

 ・ＰＤＣＡサイクル・仕事の進め方  ・安全安心・危機管理  

 ・地域連携・他校種連携       ・社会的責任・社会貢献  
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②各メンバーは入力シートに必要な内容を記入し各項目を４段階で

評価をします。評価は、プルダウンのリストから選択します。  

  ③【集計用シート】を元にしてメンバーで対話し、対話により明らか

になった組織の強みや弱み、改善点をまとめます。  

（２）留意点  

①マネジメントチェックシートの結果はメンバーの主観によるもの

であることから、「共有シート」のレーダーチャートやグラフを学校

関係者評価委員会等に提示することは、想定していません。  

②想定している使い方以外にも、学校として重視しているいくつかの

視点のみを対話するなどにも活用できます。  

 

 

学校関係者評価は、学校が行った自己評価の質を高めるツールです。 

保護者や地域住民などの学校関係者により構成された学校関係者評価

委員会が、学校自己評価等を評価することを通じて、以下の３つを目的

として実施するものです。  

①学校マネジメント活動の質を高め、次の改善につなげます。  

②学校運営や教育活動への学校関係者の協力や参画を促すことによ

り、地域に開かれた信頼される学校づくりを進めます。  

③設置者は、学校関係者評価結果をもとに適切な支援をします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校関係者評価 
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Ⅲ 仕組みの活用  

 

 

 

 

 学校マネジメントシートは前年度末には次年度の計画が出来上がって

おり、４月当初からシートに沿ったＰＤＣＡが回せるようになるのが理想

です。しかし、指標に対する成果が年度末にならないと確定しないものも

ありますので、まずは１月末の数値（状態）で「自己評価」、「学校関係者

評価」を行い、年度末指標分は翌年第１回目の学校関係者評価委員会で確

認するといったサイクルも考えられます。従って、マネジメントシートは、

骨子を２月頃までに作成し、２月～３月初旬に開催する「学校関係者評価」

を経て年度内には完成しているといった流れをめざしましょう。  

 

１ 「めざす姿」について  

「（１）めざす学校の姿」は、自分たちがこれから創り上げたい学校の

姿を記入します。学校が進むべき方向を選択する際の判断軸となるよう、

具体的であることが望まれます。しかし、地域を含め、広く学校関係者

で共有しやすくするためには、ある程度、キャッチフレーズ的で親しみ

やすい(抽象的な)表現になるのはやむを得ません。そこで、「めざす学校

の姿」を、「育みたい生徒の姿」、「ありたい教職員の姿」の２面から描く

ことで、より具体的なめざす学校の姿を共有できることにつながります。 

「（２）育みたい資質・能力（育みたい生徒の姿  ＝グラデュエーショ

ン・ポリシー※ １）には、生徒の卒業後の姿を見据えて、どのような資質・

能力を育成することをめざすのか、を記入します。  

また、「（２）ありたい教職員の姿」については、一人ひとりの教職員

の姿だけでなく、めざす学校像に向けた教職員集団としての姿を描くこ

とが重要です。  

 

チェスター・バーナードは、 1928 年から 20 年間、米国の電話会社の

社長でもあり、経営学者 (組織論学者 )でもありました。そのバーナード

が、著書「経営者の役割」(1938 年)の中で、組織の成立条件について述

べています。それは… 

 

※１  グラデュエーション・ポリシー（育成をめざす資質・能力に関する方針）  

   各高等学校のスクール・ミッション等に基づき、生徒の卒業後の姿を見据えて、

学校教育活動を通じて生徒にどのような資質・能力を育成することをめざすの

かを定める基本的な方針となるもの。  

４ 学校マネジメントシート作成のポイント 
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①共通の目的がある  

②目的に対する貢献意欲がある  

③メンバー間のコミュニケーションがとれている  

の３つです。  

組織のコンディション (条件が整っている状態)を高めるには、共通の

目的が具体的に示されていることが重要であり、また、その目的は、組

織に属する人々に貢献意欲を起こさせ、そのことについて積極的に話し

合いたいと思わせるようなものでなければならないとバーナードは言っ

ています。  

 

２ 「現状認識」について  

  学校の状態や取り巻く環境などをまとめるに当たり、例えば、将来予

測される少子化による学校の統廃合やクラス減なども視野に入れる必要

がありますし、発達障がいや自閉症など、特別に配慮が必要な子どもが

増加傾向にあることも考慮しなければなりません。また、感染症や熱中

症への対策も必須です。さらには、教員の年齢構成の変化や働き方改革、

法令順守（コンプライアンス）の徹底なども意識する必要があります。

そのような認識のうえで、「何のため、誰のための」学校であるかを明ら

かにするためにも、まずは、（１）学校の価値を提供する相手とそこから

の要求・期待、（２）連携する相手と連携するうえでの要望・期待を整理

します。  

（１）学校の価値を提供する相手とそこからの要求・期待  

価値を提供する相手については、生徒、保護者、地域、進級・進学・

就職先などが考えられ、優先順位をつけて３つ程度に整理します。  

（２）連携する相手と連携するうえでの要望・期待  

「相手からの要望・期待」と「相手への要望・期待」に区別して記

入します。要求とは、具体的に提案される（する）内容を含むもの、

要望・期待とは、こうであればいいのに、こうあってほしいという思

いや気持ちと考えると分かりやすいでしょう。  

（３）前年度の学校関係者評価※ ２など  

前年度の学校関係者評価によって、明らかになった内容を記入しま

す。  

 

 

※２  学校関係者評価  

学校が行った自己評価の結果等について、保護者を中心とした学校に関係の

深い方々 (学校関係者 )に評価いただくことを基本とするもので、学校が学校だ

けでは気づき得ないことに気づき、結果として自己評価そのものの質を高め、次

への改善につなげる活動。 
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（４）現状と課題  

学校の現状を網羅的に記入するのではなく、上記（１）～（３）を

ベースにあくまでも「めざす学校の姿」実現に向けた現状と課題に絞

って記入することがポイントです。前年度「学校マネジメントシート」

の「５ 本年度の行動計画と評価」の「改善課題」の内容などをふま

えて記入することも有効です。  

具体的には、「教育活動」「学校運営等」の両面で現状と課題を整理

します。「教育活動」とは、学習指導、進路指導、生徒指導、保健管理

など学校での教育活動全般を想定しています。一方、「学校運営等」は、

例えば、組織風土改革、人材育成、研修計画、情報共有、保護者・地域

等との連携、教職員の満足度、学校の施設・設備などが考えられます。  

 

３ 「中長期的な重点目標（=カリキュラム・ポリシー※ ３）」について  

「めざす学校の姿」を実現するにあたり、現状とのギャップを考え、

３～５年後の到達イメージを明示します。必要に応じて「マネジメント

チェック」による結果や学校関係者評価で明らかになった課題等につい

ても重点目標を策定する手掛かりとします。  

「教育活動」「学校運営等」の両面で、できるだけ具体的な目標を、３

つ程度に絞って設定します。特に「教育活動」については、カリキュラ

ム・ポリシーをふまえた目標となるよう意識することが必要です。  

ここに記入した、重点目標達成のために、各分掌や教科、学年で何が

できるかを考えることが、あとの「５ 本年度の行動計画と評価」につ

ながります。  

  

４ 「求める生徒像」について  

入学者の受入に関する方針である「アドミッション・ポリシー ※ ４」と

して、各校のスクール・ミッションや、育成をめざす資質・能力と、そ

れを育成するための教育内容等をふまえ、入学時に期待される生徒の姿

を記入します。  

 

５ 「本年度の行動計画と評価」について  

「中長期的な重点目標」の達成に向けた学校としての行動計画になっ  

 

※３  カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）  

   グラデュエーション・ポリシー（育成をめざす資質・能力に関する方針）を達

成するために、どのような教育課程を編成し、実施し、学習評価を行うのかを定

める基本的な方針となるもの。  
※４  アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  

   各高等学校のスクール・ミッションや、グラデュエーション・ポリシー（育成

をめざす資質・能力に関する方針）とカリキュラム・ポリシー（教育課程の編成

及び実施に関する方針）に基づく教育内容等をふまえ、入学時に期待される生徒

像を示す基本的な方針となるもの。  
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ていることが大切です。必要に応じて「マネジメントチェック」による

診断結果や学校関係者評価で明らかになった課題等についても計画に反

映させることができます。計画は、学年や教科、分掌等が担う役割が明

確になっており、その進捗状況が「見える化」されていることが理想で

す。そのためには、できるだけ数値目標を設定することが有効ですが、

教育活動の成果を全て数値で表すことは困難なので、数値目標を設定し

にくい場合は状態目標を設定します。どちらにしても、目標が達成でき

たかどうかをある程度客観的に判断できる指標を用いて目標を設定しま

しょう。 

具体的には、教育活動と学校運営等を分けて記入することになります。 

（１）教育活動  

教育課程・学習指導、キャリア教育（進路指導）、生徒指導、保健管

理など学校での教育活動全般を想定しています。  

（２）学校運営等  

例えば、組織風土改革、人材育成、研修計画、情報共有、保護者・

地域等との連携、教職員の満足度、学校の施設・設備などが考えられ

ます。もちろんどちらも、学校独自の項目を設定してもかまいません。 

この行動計画の策定に関しては、活動指標（ Output）と成果指標

（Outcome）を分けて設定します。活動指標については、取組の「具体

的な活動量や活動実績」等を指標にします。成果指標については、取

組による「具体的な効果や成果」等を指標にするとよいでしょう。  

また、備考欄に、「定期的に進捗を管理する取組」と、学校全体での

「最重点取組」についてそれぞれ印をつけます。  

  

ここの部分の記入にあたっては、年度初めに、「取組内容・指標」まで

の、計画の部分を記入します。「結果」については、年度末および適宜記

載します。また、「改善課題」については、年度末に記載します。  

 

６ 「学校関係者評価」について（年度末に記載）  

学校の自己評価（２月頃までに終えておくのが望ましい）の結果を学

校関係者評価委員会（２月～３月初旬に実施）で報告し、得られた意見

を学校関係者評価欄に記入します。  

 

７ 「次年度に向けた改善策」について（年度末に記載）  

学校関係者による評価の内容もふまえ、次年度に向けた改善策につい

て、「教育活動」、「学校運営」の２つの側面に分けて記入します。ここで

記入した内容については、次年度のマネジメントシートの「前年度の学

校関係者評価」や「本年度の行動計画」に活かすようにしましょう。 
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１ 目的 

  マネジメントチェックは、学校組織の状態を俯瞰的・客観的に視て、

学校の「強み」と「弱み」を把握するとともに、改善活動に取り組むに

あたり、何を重視するかを明らかにする活動です。  

 

２ マネジメントチェックの実施 

  組織の状態に応じて、下記ＡＢを使い分けることができます。  

  Ａ 簡易版「マネジメントチェックシート」（Google Forms 版：「Ⅳ様

式集」P30～P32 参照） 

    このシートを用いて「対話」することで、学校を俯瞰して考える

機会と、一人ひとりが新たな気づきを得て、自身の業務を振り返る

機会を得ることができます。  

  Ｂ 完全版「マネジメントチェックシート」  

このシートを用いて「対話」することで、学校の強みと弱みを把

握するとともに、改善活動に取り組むにあたっての改善点を明らか

にすることができます。  

 

 

Ａ 簡易版「マネジメントチェックシート」（Google Forms 版）の使い方  

   簡易版「マネジメントチェックシート」は、「これまでマネジメント

チェックに取り組んだことがない」 「マネジメントチェックは難しそ

うで手が出せない」「マネジメントチェックで何が得られるかのかが

わからない」という状態の学校に、ぜひ取り組んでいただきたいシー

トです。 

完全版と比較すると簡易な様式ですが、「対話」をとおして組織バラ

ンス診断の目的が理解できます。「めざす学校の姿」の実現に向け、８

つの視点を大切にしつつ、学校の課題に応じて焦点を絞り、自校の状

態に合わせて診断項目を追加したり、精選・変更したりするなどの工

夫をすることで、多くの気づきを得ることができます。  

簡易版を通じてマネジメントチェックの役割を理解し、コツをつか

んでから、正規（完全版）のマネジメントチェックへ軸足を移すこと

をお勧めします。  

 

Ｂ 完全版「マネジメントチェックシート」の使い方  

「めざす学校の姿」の実現という観点から、８つの視点で学校組織

をとらえ、学校の強みと弱みを把握するとともに、改善活動に取り組

むにあたっての改善点を明らかにします。  

  把握した強み・弱みや改善点は、学校マネジメントシートの「２  現

状認識」や「３ 中長期的な重点目標」に反映できます。  

 

 

５ マネジメントチェックの実施 
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（１）フォルダの内容  

「マネジメントチェックシート」フ

ォルダには、エクセルファイルで作成

した、「マネジメントチェックシート

【入力シート 1】～【入力シート 20】」

(以下【入力シート】)と「マネジメン

トチェックシート集計用シート」（以

下【集計用シート】）が収められていま

す。 

 

すべての【入力シート】と【集計用

シート】は、最後まで「マネジメント

チェックシート」フォルダに入れたま

ま、作業をします。  

 

【入力シート】と【集計用シート】

は、データソースのリンクづけをしています。   

ファイル名を変更したり、「マネジメントチェックシート」フォルダか

ら移動したりすると、リンクづけができなくなり、データが反映されな

いことがありますので、注意してください。  

 

ア マネジメントチェックシート【入力シート】は、「入力シート (個人 

用)」と「視点」の２つの Sheet があ   

ります。（右図参照）  

メンバーは、「視点」Sheet を参照

しながら、「入力シート (個人用)」Sheet に個人の考え（強み・弱み）

をメモし、メモをもとにした評価を「個人評価」の欄に入力します。

入力後は、必ず「上書き保存」をしてください。保存をしないと、【集

計用シート】にデータが反映されません。  

 

 

《 ８つの視点  》  

・リーダーシップ          ・人材育成と組織能力の向上  
・情報の管理と活用         ・学習者の理解と対応  
・ＰＤＣＡサイクル・仕事の進め方  ・安全安心・危機管理  
・地域連携・他校種連携       ・社会的責任・社会貢献  
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イ マネジメントチェックシート集計用シート   

【集計用シート】は、「集計シ

ート(グループ用)」と「共有シー

ト」の２つの Sheet があります。

（右図参照）  

「集計シート（グループ用）」には、それぞれの【入力シート】の評

価の数値が反映されます。  

「共有シート」は、「集計シート（グループ用）」の数値の平均値のレ

ーダーチャートと数値のバラツキを表す分布グラフが作成されます。 

これは、同じ平均値でも、数値のばらつきは異なることがあること

から、２つのグラフを作成しています。  

担当者等は、メンバーの対話の場で共有シートを配付し、対話の中

からの気づき(強み・弱み)や改善点をまとめます。  

 

（２）使用方法  

ア 流れ 

大まかな手順は以下の通りです。  

企画委員会等による 20 人までのメンバーでの実施を想定しています。  

 

イ 準備（担当が行う）  

   ① 「マネジメントチェックシート」フォルダをメンバー全員が共

有できるネットワーク上に配置します。  

   ※ダウンロード等したままの圧縮フォルダでは、うまくデータリン

クの更新ができない場合があります。必ず、圧縮フォルダの中か

ら「マネジメントチェックシート」フォルダを出して、ネットワ

ーク上にそのまま配置してください。  

② 【集計用シート】を開き、データが入力されていないことを確

認します。  

準備 入力
共有シー

ト配付
対話 まとめ

学校マネ

ジメント

シートへ

の反映
担当  担当  メンバー  メンバー  

クリック  

担当  
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上図のような表示がでることがありますが、「更新する」をクリック

し、リンクを更新してください。  

「集計シート」に数値があれば、該当の【入力シート】を開き、評

価の数値を削除してください。  

③ メンバーの誰がどの【入力シート】に入力するのかを割り振り

ます。  

④ 入力期限とともに、メンバーに番号を周知します。  

   ＊誰がどの【入力シート】に入力したのかをわからないようにする

必要があれば、担当による配慮や工夫をしてください。  

 

ウ 入力（メンバーが行う）  

  ① 割り振られた番号の【入力シート】を開きます。  

    下図のような表示が出ることがありますが、「コンテンツの有効

化」、「更新する」をクリックして、自動更新を有効にしてください。  

 

 

 

 

 

 

② 「視点」Sheet をもとに学校運営を見つめなおします。  

  ③ 気がついたことがあれば、強み・弱みにメモをします。  

  ④ メモの内容をもとに４段階での評価をします。評価は、プルダウ

ンのリストから選択します。  

  ⑤ 評価が終わったら、上書き保存をします。  

 

エ 共有シート配付（担当が行う）  

① 【集計用シート】を開きます。  

② 下図のような表示がでることがありますが、「更新する」をクリッ

クし、リンクを更新してください。  

 

③ 「集計シート（グループ用）」Sheet にデータが反映されているこ

とを確認します。  

 ④ 「共有シート」を印刷し、メンバーに配付します。  

クリック  

クリック  

クリック  
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オ 対話（メンバーが行う）  

  ① 担当が設定した日時までに共有シートを確認します。  

②  自身の入力シートとの評価とのちがいやバラツキなどから意見

を準備します。  

  ③ 対話の場で、準備してきた意見や発言します。  

  ④ 「共有シート」のメモ欄を活用してください。  

 

カ まとめと反映（担当が行う）  

  ① 学校マネジメントシート等に反映できるよう、対話により明らか

になった強みや弱み、改善点をまとめます。  

 ② メンバーでまとめを共有します。  

  ③ 校内でまとめを共有します。  

④ 企画委員会等で学校マネジメントシートに反映します。  

 

キ 留意点  

  ①  マネジメントチェックシートの結果はメンバーの主観によるも

のであることから、「共有シート」のレーダーチャートやグラフを学

校関係者評価委員会等に提示することは、想定していません。  

 ② 想定している使い方以外にも、学校として重視しているいくつか

の視点のみを対話するなどにも活用できます。  
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Ⅳ 様式集  
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Ａ 簡易版「マネジメントチェックシート」（Google Forms 版） 
 

簡易版「マネジメントチェックシート」  
 このシートは、職員との対話をとおして学校の取組状況を診断し、「気づ
き」から「改善」につなげるためのものです。学校の状況と改善課題の共有に
活用してください。  
※シートの名称及び質問項目については、８つの視点を大切にしつつ、学校
の課題に応じて焦点を絞るなど、各校の状況に合わせて追加・修正してい
ただいて構いません。  

 
* 必須の質問です  
学校名  * 
 

 
 
名前  * 
 

 
 
各項目について、１～５（１そう思わない～５そう思う）のいずれかを選択

してください。また、選択した項目について、その理由（任意）を記述してく

ださい。  

 

（例）  
（１）校長が学校経営において大事だと考えていることが教職員全員に

きちんと伝わっていますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（２）職場には自由闊達な雰囲気がありますか。（職員室の雰囲気は明

るいですか）  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（３）学校は、学校の情報を積極的に地域や関係機関に発信しています

か。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（４）学校と地域や関係機関との信頼関係は良好ですか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（５）学校は整理・整頓・清掃が行き届いていますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（６）学校は児童生徒や保護者等の要望や期待、満足度を具体的に把握

していますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
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  理由  
 
（７）学校の情報は児童生徒や保護者等に積極的に発信され、伝わって

いますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（８）学校への意見や要望、苦情等は教職員に共有され、組織的な対応

がなされていますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（９）「学校マネジメントシート」に記載された計画を策定する際には

全ての教職員が参画し、その計画の立て方に理解と納得を得ていま
すか。  * 

  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（10）「本年度の行動計画」には具体的な達成目標を掲げ、進捗状況を

定期的に把握していますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（11）「学校マネジメントシート」に記載された計画や「本年度の行動

計画」に基づいた個人レベルの目標設定や行動計画の策定がなされ
ていますか。  * 

  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（12）教職員同士の授業研究などの OJT 研修は日常的に行われています

か。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（13）意欲的な取組を行っている教職員やグループの活動を学校は盛り

上げていますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（14）教職員の満足度を定期的に把握し、満足要因・不満足要因を分析

していますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（15）前例踏襲を検証し、業務や会議等の精選や効率化に取り組んでい

ますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（16）授業の質を高めるための指導計画や指導方法の研究・改善などに

学校全体で取り組んでいますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
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（17）いじめ、不登校、学級崩壊等の学校の課題に対し、学級、学年、
分掌を越えて、組織的に対応できていますか。  * 

  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（18）誰もが働きやすい職場となるよう「働き方改革」（業務のシンプ

ル化、平準化、DX 化などを含む）は進んでいますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（19）職場全体で「コンプライアンス」（セクハラ・パワハラを含む法

令の遵守）を意識した言動、取組がなされていますか。  * 
  ①１、②２、③３、④４、⑤５  
  理由  
 
（20）各校の状況に合わせて項目を追加してください。  
 

 

 

 

 

 

 

○ ８つの視点を大切にしつつ、学校の課題に応じて視点を絞り、重点的

に取り組む領域を明確化することで、校長の戦略的判断と組織の成熟度

に応じたマネジメントが可能となります。 

 

○ マネジメントチェックの初期段階においては、少人数の中核的メンバ

ーとの対話から始め、段階的に広げていく方法が有効です。  

 

○  マネジメントチェックに係る対象者の選定や実施のタイミングにつ

いては、学校の状況に応じて校長が柔軟に判断してください。  
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Ｂ 完全版「マネジメントチェックシート」  
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Ⅴ 学校マネジメントシステム Ｑ＆Ａ 
本Ｑ＆Ａ集は、県立学校長会教育課題研究委員会が令和７年度に新任校

長に対して実施したアンケートで寄せられた質問等に対して作成した回

答に基づき作成しています。学校組織マネジメントの円滑な推進に活用し

てください。 （※質問と回答は、文意を変えない範囲で語句修正したり、

回答が同主旨のものをまとめたりしています。）  

 

【計画策定と現状把握（ Plan）】 

Ｑ１ 育みたい生徒の姿を設定し、それを達成するための課題と具体策

を考える際、何を手がかりとすればよいか。  

Ａ１ 自校の現状や過年度の取組、教職員の思いや考えなどを多角的に取

り入れて検討することが不可欠です。特に、教職員との対話を通じて

現状の課題を把握することが、課題解決に向けた重要な手がかりとな

ります。同じ質問をしても、教職員が担う役割によって回答は異なる

ため、対話を通じてしっかりと合意形成を図ることで、その後の取組

の進捗に大きな変化が期待できます。  

＜時間的な制約がある場合の工夫＞  

多くの教職員との対話機会を持つことが難しい場合、簡易版マネジ

メントチェックシートなどのツールを活用し、早い段階で学校の中核

を担う教職員（各分掌主任など）と対話の機会を持つことが有効です。  

 

 

Ｑ２ アンケートやヒアリング以外で、学校の成果と課題に関する情報

を収集する方法があれば知りたい。  

Ａ２ 学校マネジメントシステムでは、教職員の対話と「気づき」を最も

重視していますが、これらを補完するものとして、以下のような定量

的な情報の収集・分析が有効です。  

○ 生徒・保護者対象の学校生活満足度アンケートなどの結果  

○ 「高校生のための学びの基礎診断」認定ツールやその他の外部テ

ストの結果と推移  

定量的なデータを活用することで、教職員の意識と結果の齟齬や、

取組の進捗状況を客観的かつ明確に把握できます  。この成果や課題を

教職員に示し、対話の機会を設けることで、より具体的で実効性のあ

る議論が可能になります。  
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【対話と合意形成（ Do）】 

Ｑ３ 教職員との意見交換の時間を確保することが難しい。話し合う時

間を確保するための具体的な工夫や、年度当初の情報収集・分析を

スムーズに進めるための体制について教えてほしい。  

Ａ３ 全ての教職員と十分な対話時間を持つことが困難な場合は、学校の

中核を担う教職員との対話に焦点を当てることが、円滑な取組推進の

鍵となります。  

＜中核教職員との対話＞ 

○  教育課題研究委員会での実践事例では、各分掌主任など学校の

中核となる教職員との対話に簡易版マネジメントチェックシート

を活用し、以下の効果が確認されました。 

・  学校の強みと弱みが把握でき、重点的に取り組むべき課題が明

確になった。  

・ 新たな気づきが得られた。  

・ 対話を通じて意欲的に取り組む教職員が出てきた。  

○  早い段階で学校の中核を担う教職員（各分掌主任など）と対話

の機会を持つことで、スムーズに取組を進めることが期待できま

す。 

 

【マネジメントサイクル（ Check＆Action）】 

Ｑ４ 学校マネジメントシートの作成において、前年踏襲になりがちだ

が、校長の考えを反映させるにはどのように進めるべきか。  

Ａ４  学校マネジメントシートは、めざす学校の姿と現状認識を共有し、

中長期的な重点目標や行動計画を立て、評価・改善に結びつけるため

の重要なツールです。行動計画策定の前提となるため、早期の作成が

求められる一方、新任校長が短期間で現状を全て把握することは困難

なため、前年度のものをベースにせざるを得ない面もあります。  

○ 1 年目の工夫（新任校長の場合）  

・ 教職員にマネジメントシートの完成期日の延期を申し出て、５

月頃に原案を示すなどの対応をしている学校もあります。  

・ 限られた時間の中で学校の中核を担う教職員と優先的に対話を

進める方法が有効です。  

○ ２年目以降の流れ  

４月からマネジメントシートに沿ったマネジメントを進めるた

め、骨子を２月頃までに作成し、当該年度最後に実施する「学校関

係者評価」を経て、年度内に完成・公開をめざすのが理想的です 。 
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Ｑ５ めざす学校の姿を教職員に浸透させ、行動を促すための具体的な

工夫について知りたい。  

Ａ５  めざす学校の姿を教職員に浸透させるには、次の取組が有効です。 

○ 職員会議資料に毎回掲載するなど、機会を捉えて繰り返し伝え

るなど、継続的に伝達する。  

○ 具体的な話し合いや行動につなげるため、具体的な問題を提起

する。  

○ 学校の中核を担う教職員から優先して浸透を図る。  

○ 学校の中核を担う教職員から多様な意見を出し合い、共に学校  

運営を考える。 

 

 

Ｑ６ 学校関係者評価委員会等で、委員から活発な意見を引き出し、学

校運営の議論の場とするための工夫について知りたい。  

Ａ６ 学校関係者評価委員会等の回数を増やすことも一つの方法です。

また、単に資料に沿った報告・話し合いだけでなく、授業参観や学

校行事の見学など、生徒の様子を直接見てもらう機会を設け、そこ

から感想や意見を求めることから始めるのも有効です。  

学校関係者評価委員会等の場で、何を伝えたいのか、どのような  

ことについて意見をもらいたいのかなど、議論の論点を整理して進め

ることが非常に大切です。  
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